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ＩＰＭ指標付属資料（水稲の病害虫）
病害編

１　苗立枯病
（１）ピシウム属菌

（２）フザリウム属菌

④育苗後期には急激に萎凋枯死する
　（ムレ苗症状）

③罹病苗（葉鞘や根が水浸状に褐変）と健全苗
　 （右端）

①育苗箱内の各所で坪状に萎凋し枯れる

①育苗箱における萎凋症状 ②葉鞘の地際部が褐変

②初期の症状（円形に生育不良となる）

③籾に白色～淡紅色
　 の菌糸がみえる

②
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（３）リゾープス属菌 （４）トリコデルマ属菌

２　細菌性苗立枯病
（１)もみ枯細菌病

①出芽障害、枠内：籾の表面や覆土表面に白
　 色の菌糸がみえる

①出芽障害、覆土表面にはじめ白色で後に
　 青緑色のカビがみえる

①苗の腐敗症状（芯葉が腐敗し容易に引き抜ける）

③④稔実が不完全となり槍穂となる

②葉身基部の黄白化

⑤枝梗は枯れずに、籾だけが灰褐
　 色に枯死する
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（２）苗立枯細菌病

３　ばか苗病

①徒長苗となる

③④本田でも黄化・徒長し、やがて枯死する ⑤枯死茎表面には大量の白色粉状の胞子を形成

①枯死症状（もみ枯細菌病と症状での区別は困難） ②葉身基部の黄白化

②黄緑色の徒長苗となる
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４　葉いもち

②ずりこみ症状

③発病初期の病斑 ④急性型病斑、慢性型病斑、褐点型病斑

①多発状況、窒素過多な株（葉色が濃い部分）に発生しやすい

※参考：いもち病に似ている病斑

エピコッカム属菌による病斑 ごま葉枯病菌による病斑（病斑が融合したり大き
くならない）
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５　穂いもち

①多発ほ場での発生状況（遠景では灰褐色～白色に見える） ②被害株

③首いもち ④枝梗いもち ⑤節いもち
※参考：ごま葉枯病の多発ほ場

遠景では赤褐色に見える ごま葉枯病による穂枯れ
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６　紋枯病

７　稲こうじ病
⑤発病初期の病斑 ⑥気中菌糸による伝染 ⑦菌核（翌年の伝染源

　 となる）

①多発圃場での発生状況（収穫時に混入し品質が低下
　 する）

②病粒（黒色粉状の厚膜胞子に
 　覆われる）

病斑の進展（左より ①初発 → ②少発生 → ③中発生 → ④多発生）

⑥ ⑦
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虫害編

１　イネミズゾウムシ

２　イネドロオイムシ

①成虫による被害株 ②成虫 ③成虫の食害痕は１mm幅

④幼虫（根を食害する） ⑤泥を固めた土繭を作り、内部で蛹
 　になる

①幼虫による被害株 ② 成虫と卵塊 ③成虫の食害痕と卵
（成虫の食害痕は幅が狭く裂けやすい）

④ 幼虫 ⑤繭

⑥幼虫による食害痕
（不整形である）
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３　イネヒメハモグリバエ

５　イネカラバエ

①被害株（被害は水面に接した葉に多いが、
　 成葉の中部が線形に食害されることもある）

②被害葉（自然に枯れた葉と異なり被害部と健全
　 部の境界が明瞭、触ると幼虫や蛹の膨らみを感じる）

③蛹
④成虫

①被害株（葉先から根元に向かい袋状に食害） ②被害葉（被害部の末端近くの葉上に蛹がある）

③④蛹（緑褐色④はすぐに羽化し、黒色③は葉から
落ちて翌年羽化する） ⑤成虫

①傷葉（被害株は
　 出穂前に葉先が
　 こより状になった
　 りする）

②傷穂（一見低温障害の白ふに似るが、
　 本害虫の被害では必ず孔の空いた籾
 　がある）

③幼虫
④成虫

⑤籾の食害痕

４　イネハモグリバエ
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①アカヒゲホソミドリカスミカメ（成虫）

③アカスジカスミカメ （成虫）

⑤オオトゲシラホシカメムシ ⑥ブチヒゲカメムシ ⑦ナカグロカスミカメ

⑧吸汁によって生じる被害粒 ※参考：エピコッカム属菌による紅変米

②アカヒゲホソミドリカスミカメ（幼虫 ：右より1～5齢幼虫）

④アカスジカスミカメ（幼虫 ：右より1～5齢幼虫）

⑦

⑧

６　斑点米カメムシ（青森県での優占種：アカヒゲホソミドリカスミカメ、アカスジカスミカメ）
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７　コバネイナゴ

８　ウンカ類
①成虫 ②幼虫による食害（食害部には凹凸があり、直

 　線的に食害するフタオビコヤガと区別できる）
③食害痕

①多発ほ場の被害状況（奥は防除した水田） ②排泄物に繁殖した菌（すす病）

③ヒメトビウンカ

④セジロウンカ

⑤トビイロウンカ

雄

雌（長翅

雌（短翅

雄雌
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①幼虫による被害株 ②雌成虫（左：地色黄色）、雄成虫（右：地色褐色）

③卵 ④幼虫と食害痕（食害は直線的）

⑤蛹を包んだちまき状の切葉

①被害株（白穂）　②幼虫の食入痕 ③稈の中を食入する幼虫

①被害株 ②被害葉（葉を縦に巻いて薄
　 皮を残して内部のみを食害）

④成虫

③成虫 ④幼虫

９　フタオビコヤガ

10　コブノメイガ

11　ニカメイガ
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ＩＰＭ指標付属資料（水稲の雑草）

１　ノビエ

①タイヌビエ（イネ科、一年性）　　（ノビエはタイヌビエ、イヌビエなどの総称）
②左上：ケイヌビエの穂、右下：タイヌビエの穂
③左：ノビエ、右：イネ  （イネには葉の基部に葉耳、葉舌があるが、ノビエにはない）

２　ホタルイ

①イヌホタルイ（カヤツリグサ科、多年生）

②線形の葉が4～5枚程度になると花茎を抽出する
③幼植物の葉は水平方向に展開する
④花茎、越冬株から発生することもあるが、水田ではほとんどが種子から発生する
○除草剤のスルホニルウレア系除草剤（ＳＵ剤）の抵抗性生物型が発現している

① ② ③

④

① ②

③
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３　コナギ

①コナギ（ミズアオイ科、一年性） ②参考：ミズアオイ（コナギよりも大型で花が葉の上に出る）

③幼植物体（２葉期頃） ④幼植物はオモダカに似るが、コナギは根部が紫色である
○除草剤のスルホニルウレア系除草剤（ＳＵ剤）の抵抗性生物型が発現している

４　アゼナ類

①アゼナ（ゴマノハグサ科、一年性）、葉は楕円形で縁に切れ込みがない
②アメリカアゼナ、葉の基部が細く、縁に切れ込みがある
③タケトアゼナ、葉は卵型で縁に切れ込みがある
④幼植物体、葉は対生する
○除草剤のスルホニルウレア系除草剤（ＳＵ剤）の抵抗性生物型が発現している

① ②

③ ④

① ②

③

④
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５　タウコギ

①タウコギ（キク科、一年性）

②幼植物体　　　　　　　　　　　　　③生育中期　　　　　④花頭　　　　　⑤種子

６　オモダカ

①オモダカ（オモダカ科、多年生） ②幼植物体、葉は広線形
③成植物体になると矢尻形の葉を出す ④花
⑤種子 ⑥塊茎、種子も作るが水田では塊茎からの発生が問題になる
○除草剤のスルホニルウレア系除草剤（ＳＵ剤）の抵抗性生物型が発現している

① ④

⑤

②

③

②

① ② ③

⑤④ ⑥
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７　クログワイ

①クログワイ（カヤツリグサ科、多年生） ②塊茎 ③花穂
④⑤茎はホタルイに似るが、クログワイの茎は内部が隔膜で仕切られる

８　シズイ

①シズイ（カヤツリグサ科、多年生） ②塊茎
③生育初期、ホタルイに似るが、シズイは葉が三稜形で直立し、ゆっくり引き抜くと
　 塊茎がある
④花穂

① ②

③

④ ⑤

①

②

③ ④
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